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A．研究目的 
 血友病患者の QOL（生活の質）を阻害す

る最も大きな要因は、繰り返す関節内出血

による関節症である。関節症の悪化によっ

て血友病患者は移動や行動が著しく制限さ

れる。関節症を悪化させないためには、関節

症進行のサインを早期発見し、治療の見直

しを行うことが重要である。血友病性関節

症の身体機能評価に広く用いられている

Hemophilia Joint Health Scale（HJHS）
と近年注目されている画像評価法である関

節エコーの相関を調査し、両手法の有用性

と補完性を明らかにすることを目的とした。  
 
B．研究方法 
 両側の肘関節、膝関節、足関節の計 6 関

節に対して理学療法士がHJHSを用いて関

節評価し、同日に整形外科医が関節エコ―

で滑膜肥厚、軟骨損傷、骨損傷の程度を

HEAD-US を用いて関節評価を行い、6 関

節におけるHJHSの各項目および合計の点

数と HEAD-US の各項目および合計の点数

の相関を検討した。 
（倫理面への配慮） 

研究要旨 【目的】血友病性関節症の身体機能評価に広く用いられている Hemophilia 
Joint Health Scale（HJHS）と近年注目されている画像評価法である関節エコーの相関

を調査し、両手法の有用性と補完性を明らかにする。【方法】両側の肘関節、膝関節、足

関節の計 6 関節に対して理学療法士が HJHS を用いて関節評価し、同日に整形外科医が

関節エコ―で滑膜肥厚、軟骨損傷、骨損傷の程度を HEAD-US を用いて関節評価を行い、

6 関節における HJHS の各項目および合計の点数と HEAD-US の各項目および合計の点

数の相関を検討した。【結果】HEAD-US でみられる滑膜肥厚は HJHS の関節腫脹と関

節轢音のみ相関がみられた。HEAD-US でみられる軟骨損傷は HJHS の筋萎縮、関節轢

音、屈曲制限、伸展制限、関節痛、筋力、包括的歩行能力、合計点と相関がみられた。骨

損傷については軟骨損傷によく似た傾向であったが関節轢音と筋力とは有意な相関がみ

られなかった。【考察・結論】本研究の結果から HJHS と HEAD-US には関連性がある

ことが明らかとなった。HJHS と関節エコーを組み合わせることで、より包括的かつ精

度の高い関節評価が可能となり、早期治療介入や患者の QOL 向上に寄与する可能性が示

唆された。理学療法士による HJHS を利用した機能評価と HEAD-US を利用した画像評

価両者の有用性を血友病診療医により周知させる必要があると考えられた。 
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 本研究では、患者情報・検体を用いた臨床

研究の倫理的問題については、倫理審査委

員会の承認を得、臨床研究を遂行する上で

の倫理講習を受講し、患者の人権面に関し

てはインフォームドコンセントを十分に行

うとともに、個人情報保護のルールを遵守

している。 
 
C．研究結果 
 HEAD-US でみられる滑膜肥厚は HJHS
の関節腫脹と関節轢音のみ相関がみられた。

HEAD-USでみられる軟骨損傷はHJHSの

筋萎縮、関節轢音、屈曲制限、伸展制限、関

節痛、筋力、包括的歩行能力、合計点と相関

がみられた。骨損傷については軟骨損傷に

よく似た傾向であったが関節轢音と筋力と

は有意な相関がみられなかった。 
 
D．考察 
 HJHSとHEAD-USには関連性があるこ

とが明らかとなった。理学的所見である関

節腫脹と轢音は滑膜肥厚という早期の関節

症変化を反映することが示唆された。

HJHS と関節エコーを組み合わせることで、

より包括的かつ精度の高い関節評価が可能

となり、早期治療介入や患者の QOL 向上に

寄与する可能性が示唆された。 
 
E．結論 
 理学療法士によるHJHSを利用した機能

評価と HEAD-US を利用した画像評価両者

の有用性を血友病診療医により周知させ、

血友病患者の関節症の進行を食い止める必

要があると考えられる。 
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